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国立大学法人兵庫教育大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 3,519 3,523 4 （注１）

うち補正予算による追加 -                    27 27

施設整備費補助金 508 460 △ 48 （注２）

補助金等収入 68 140 72 （注３）

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 18 18 -                    

自己収入 938 945 7

授業料、入学料及び検定料収入 886 885 △ 2 （注４）

雑収入 52 60 9 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 167 95 △ 72 （注６）

積立金取崩 130 142 12 （注７）

計 5,348 5,324 △ 24

 支出

業務費 4,637 4,305 △ 332

教育研究経費 4,637 4,305 △ 332 （注８）

施設整備費 526 478 △ 48 （注９）

補助金等 35 61 26 （注１０）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 149 61 △ 88 （注１１）

計 5,348 4,906 △ 442

収入－支出 -                    418 418

○予算と決算の差異について

令和４年度　決算報告書

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

（注３）補助金等収入については，当初予算段階で予定していなかった国立大学改革・研究基盤強化推進補助金補助金
　　　をはじめとする各種補助金の交付を受けたことにより，予算額に比して決算額が７２百万円多額となっておりま
　　　す。

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については，受託事業費，民間等からの寄附金の獲得に努めましたが，
　　　予算額に比して決算額が５百万円少額となっております。また,予算額に前年度からの繰越額６７百万円を含め
　　　ているため,予算額に比して７２百万円少額となっております。

（注１）運営費交付金については，予算段階では予定していなかった「授業料免除」「附属幼稚園教育体制強化分」
　　　「年俸制導入促進費」が追加交付されたことにより，予算額に比して決算額が４百万円多額となっております。

（注１１）（注６）に示した理由等により，予算額に比して決算額が８８百万円少額となっています。なお，決算額に
　　　は，前年度からの繰越額等が含まれております。

（注５）雑収入については，論文審査手数料収入やその他雑収入の収入額が見込額を上回ったことにより，予算額に比
　　　して決算額が９百万円多額となっております。

（注１０）（注３）に示した理由等により，予算額に比して決算額が２６百万円多額となっています。

（注８）業務費については，経費の節減に努めたことによる執行額の減少等により，予算額に比して決算額が３３２百
　　　万円少額となっております。

（注４）授業料，入学料及び検定料収入については，補助金による授業料免除の実施により授業料の収納額が見込額を
　　　下回ったことにより予算額に比して決算額が２百万円少額となっております。

（注２）施設整備費補助金については，令和４年度に交付決定を受けた後に事業の計画変更があったため，予算額に比
      して決算額が４８百万円少額となっております。

（注９）（注２）に示した理由等により，予算金額に比して決算金額が４８百万円少額となっています。

（注７）目的積立金取崩については，予算段階で予定していた事業の内容に変更があったことにより，予算額に比して
　　　決算額が１２百万円多額となっております。

　　　　なお，補助金等収入には，授業料等免除費交付金が３２百万円含まれており，本補助金は授業料等免除に使用
　　　しております。


